
令和４年度 

入学者選抜要項 
（長崎県公立高等学校入学者選抜実施要領による） 

 

＜各学科の目標＞ 
 

【農業科学科】 

  野菜・草花・果樹などの栽培関係、農業機械の構造、パソコンを使った農業情報処理に関する知識や技術

を習得させ、地域のリーダーとなる農業経営者や関連産業に従事する人材を育成する。 

 

【動物科学科】 

  産業動物及び実験・愛玩動物等の飼育管理、生理・生態、畜産製造等に関する知識や技術を習得さ

せ、畜産経営者や動物関連産業に従事する人材を育成する。 

 

【環境創造科】 

  森林や緑地を中心とした自然環境の保全やガーデンデザイン、ウッドワークの技術や技能を習得さ

せ、森林管理や緑地・造園技術など、地域や企業での環境に関わる仕事に従事する人材を育成する。 

 

【農業土木科】 

  快適な農村環境や食糧基地の創造を図るため、基礎的な技術・知識を習得させ、農業土木・土木に

関する業務に従事する人材を育成する。 

 

【バイオ園芸科】 

  植物バイオテクノロジーの知識・技術と将来の農業生産を見据えた農業の基礎知識・技術を習得さ

せ、幅広い視野と科学性を持った農業経営者や関連産業に従事する人材を育成する。 

 

【食品科学科】 

  食品に関する知識と技術を習得させ、食品産業界等に対応できる幅広い視野と科学的能力を身につ

けた人材を育成する。 

 

【生活科学科】 

  農業及び食物・被服・介護・保育など、家庭生活に関する知識と技術を習得させ、合理的で健全な

生活を営み、地域社会の発展に貢献できる人材を育成する。 
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Ⅰ 本校の育成したい生徒像・求める生徒像 

【育成したい生徒像】 

 ・本校で身に付けた知識・技術を生かして地域産業、環境保全、社会福祉において主体的に貢献

できる生徒 

【求める生徒像】 

 ・基本的生活習慣を身に付けており、学校生活に積極的に取り組む姿勢を持つ生徒 

 ・自分の夢や目標など進路実現に向けての目的意識を持つ生徒 

 ・部活動や生徒会活動、ボランティア活動等に積極的に参加するなど、入学後も意欲的に活動に

取り組む生徒 

 

Ⅱ 募集定員について 
 （１）前期選抜・後期選抜の募集定員 

学科 
農業 

科学 

動物 

科学 

環境 

創造 

農業 

土木 

バイオ 

園芸 

食品 

科学 

生活 

科学 
合計 

募集定員 ４０ ４０ ４０ ４０ ４０ ４０ ４０ ２８０ 

前期選抜 ２０ ２０ ２０ ２０ ２０ ２０ ２０ １４０ 

後期選抜 ２０ ２０ ２０ ２０ ２０ ２０ ２０ １４０ 

ただし、後期選抜における募集定員は全募集定員から前期選抜の合格者を減じた数となる。 

 

（２）検査の方法（各検査項目の比重） 

 選抜区分 検査の方法 
各検査項目等の比重 

調査書等 基礎学力検査 面接 

前期選抜 
Ａ特色 基礎学力検査・面接 ５ ２ ３ 

Ｂ文化・スポーツ 面接 ４ ― ６ 

後期選抜 学力検査・面接 ５ ３ 
（学力検査） ２ 

 

Ⅲ 前期選抜（Ａ特色選抜，Ｂ文化・スポーツ特別選抜） 

１．応募資格   長崎県教育委員会の定めによる。 
 

２．通学区域   県下全域とする。 
 

３．志願の手続き（出身中学校長から本校校長へ） 

  (1) 入学願書等の受付期間 

     令和４年１月１３日（木) ～ １月１９日（水）（必着） ９：００～１６：００（最終日は１５：００） 

  (2) 志願書類等（様式は県教育委員会高校教育課ＨＰより取得。９月２２日掲載済み） 

   ＜志願者が準備するもの＞  

ア 入学願書 ------- 様式 1-1 1-2 

    イ 写真票 --------- 様式 3-5 

ウ 選抜手数料 ----- １人につき 2,200 円（現金）を願書に添えて提出すること。 

エ Ｂ文化・スポーツ特別選抜志願理由書（Ｂ文化・スポーツ特別選抜志願者のみ） ---- 様式 2-1 

   ＜中学校で準備するもの＞  

エ 志願者名簿 ----- 様式 3-1 

    オ 調査書 --------- 様式 6-1（令和３年１２月末日現在で作成。記入方法は実施要領 P89-90 参照。） 

    カ 成績一覧表 ----- 様式 6-2 

    キ 送り状 --------- 様式 3-2 

 (3) 志願学科の記入について 

Ａ選抜 ⇒ 第１志望学科のみ記入する。 

Ｂ選抜 ⇒ 志望学科欄は第３志望まで記入することができる。なお、第２志望までは学科を指定できる。第３志望を 

記入する場合は「どの科でもよい」のみ記入することができる（特定の学科を指定できない）。 

第２・第３志望学科の希望がない場合は、第２・第３志望学科欄に斜線を引くこと。空欄の場合は、第

２志望・第３志望がないものとして処理する。 



(4) その他 入学願書、調査書等の書類を郵送する場合は、簡易書留とする。 

         いったん受理した入学願書・調査書・選抜手数料等は、理由のいかんを問わず返還しない。また、入学願書

提出後の志願先の変更は認めない。 

 

４．受検票 

   志願書類を受理したときは、受領書（様式 3-3）及び選抜手数料の領収書を兼ねた受検票（様式 3-4）を交付する。受検

票の郵送を希望するときは、送り先を明記した封筒（角形２号）に郵送料４６０円（簡易書留料を含む）を添えて志願書類

とともに提出すること。 

 

５．選抜方法（Ａ特色選抜，Ｂ文化・スポーツ特別選抜） 

  (1)検査期日   令和４年２月２日（水） 本校にて 

 

(2)基礎学力検査（Ａ特色選抜受検者のみ） 

    ①検査時間  ９：４０～１０：４０ 

    ②検査教科  国語、数学、英語［合わせて６０分で実施］ 

 

(3)面  接   Ａ選抜 ⇒ 集団面接  Ｂ選抜 ⇒ 個人面接 

   

(4)注意事項 

ア Ａ特色選抜受検者は９：００までに、Ｂ文化・スポーツ特別選抜受検者は１１：５０までに、 

本校第１体育館に集合すること。また、Ａ特色選抜受検者は昼食を持参すること。 

イ 検査当日は受検票を持参すること。忘れた場合は、ただちに本校事務室に申し出て再発行を受けること。 

ウ 検査場では、体育館シューズまたは上履きを使用すること。 

エ 検査場には、鉛筆（シャープペンシルも可、色鉛筆は不可）、消しゴム、鉛筆けずり、三角定規一組（分度器な 

どのついているもの、及び直定規は不可）、コンパスを持参すること。なお、商標以外の文字のある鉛筆や計算 

機つき時計、辞書機能をもつ機器等、検査の公平をそこなうおそれのある品物や携帯電話、スマートフォン、腕 

時計型端末などの通信機器等の持参は認めない。また、下敷きの使用は認めない。 

オ 検査場の下見は、２月１日（火）１３：００から１６：００までとする。 

   カ 合格とならなかった者は、「県実施要項」８ページ（８）ア・イに基づき、改めて希望する高等学校に出願する 

ことができる。なお、選抜手数料は必要としない。ただし、出願に当たっては、前期選抜Ａ特色選抜または、 

Ｂ文化・スポーツ特別選抜の受検票（選抜手数料領収書）を入学願書に添付するものとする。 

 

(5)合格者発表  校内掲示発表：令和４年２月９日（水）１６：００～１７：００ 

         Ｗｅｂ発表 ：令和４年２月９日（水）１６：２０～ １０日（木）１６：００ 

 

Ⅳ 後期選抜 
１．応募資格   長崎県教育委員会の定めによる。 
 

２．通学区域   県下全域とする。 
 

３．志願の手続き（出身中学校長から本校校長へ） 

  (1) 入学願書等の受付期間 

     令和４年２月１７日（木) ～ ２月２４日（木）（必着） ９：００～１６：００（最終日は１５：００） 

  (2) 志願書類等 

   ＜志願者が準備するもの＞ 

    ア 入学願書 ------- 様式 1-4 

    イ 写真票 --------- 様式 3-5 

    ウ 選抜手数料 ----- １人につき 2,200 円（現金）を願書に添えて提出すること。ただし、全日制課程の選抜手数料を 

すでに納付している者については、選抜手数料は必要としない。この場合、必ず前志願先高等学 

校の受検票を添付すること。 

   ＜中学校で準備するもの＞ 

エ 志願者名簿 ----- 様式 3-1 

    オ 調査書 --------- 様式 6-1（令和３年１２月末日現在で作成。記入方法は実施要領 P89-90 参照。） 

    カ 成績一覧表 ----- 様式 6-2 

    キ 送り状 --------- 様式 3-2 

  (3) 志願学科の記入について 

志望学科欄は第３志望まで記入することができる。なお、第２志望までは学科を指定できる。第３志望を記入する場 

合は「どの科でもよい」のみ記入することができる（特定の学科を指定できない）。第２・第３志望学科がない場合は、 

第２・第３志望学科欄に斜線を引くこと。空欄の場合は、第２志望・第３志望がないものとして処理する。 

(4) その他 入学願書、調査書等の書類を郵送する場合は、簡易書留とする。 

いったん受理した入学願書・調査書・選抜手数料等は、理由のいかんを問わず返還しない。また、入学願書 

提出後の志願先の変更は認めない。 

 

４．受検票 

   志願書類を受理したときは、受領書及び選抜手数料の領収書を兼ねた受検票を交付する。受検票の郵送を希望するときは、

送り先を明記した封筒（角形２号）に郵送料４６０円（簡易書留料を含む）を添えて志願書類とともに提出すること。 

 



５．選抜方法 

(1)検査期日   令和４年３月８日（火） ９：００～１３：４５ 本校にて 

９日（水） ９：００～１１：５０ 本校にて 

                          学力検査終了後、１３：０５から受検者全員について集団面接を行う。 

 

(2)検査教科   第１日目：国語・英語［聞き取りテストを含む］・理科 

第２日目：社会・数学 

 

(3)注意事項 

ア 受検者は両日とも９：００までに第１体育館に集合すること。また、昼食を持参すること（２日間とも）。 

イ 検査当日は受検票を持参すること。忘れた場合は、ただちに本校事務室に申し出て再発行を受けること。 

ウ 検査場では、体育館シューズまたは上履きを使用すること。 

エ 検査場には、鉛筆（シャープペンシルも可、色鉛筆は不可）、消しゴム、鉛筆けずり、三角定規一組（分度器な 

どのついているもの、及び直定規は不可）、コンパスを持参すること。なお、商標以外の文字のある鉛筆や計算 

機つき時計、辞書機能をもつ機器等、検査の公平をそこなうおそれのある品物や携帯電話、スマートフォン、腕 

時計型端末などの通信機器等の持参は認めない。また、下敷きの使用は認めない。 

オ 検査場の下見は、３月７日（月）１３：００から１６：００までとする。 

 

  (4)合格者発表   校内掲示発表：令和４年３月１６日（水）９：３０～１６：００ 

Ｗｅｂ発表 ：令和４年３月１６日（水）９：５０～ １７日（木）１６：００ 

           ※前期合格者は発表しない。 

 

Ⅴ 追検査 
     (1) 検査期日  令和４年３月１６日（水）１２：２０～１５：００ 本校にて 

                         小論文検査終了後、受検者全員に対して面接を行う。 

 

(2) 検査教科  小論文 １３：００～１４：００ 

 

(3) 注意事項 

ア 受検者は１２：２０までに本校正面玄関（事務室前）に集合すること。 

イ 検査当日は受検票を持参すること。忘れた場合は、ただちに本校事務室に申し出て再発行を受けること。 

ウ 検査場では、体育館シューズまたは上履きを使用すること。 

エ 検査場には、鉛筆（シャープペンシルも可、色鉛筆は不可）、消しゴム、鉛筆けずり、三角定規一組（分度器など

のついているもの、及び直定規は不可）、コンパスを持参すること。なお、商標以外の文字のある鉛筆や計算機つき

時計、辞書機能をもつ機器等、検査の公平をそこなうおそれのある品物や携帯電話、スマートフォン、腕時計型端

末などの通信機器等の持参は認めない。また、下敷きの使用は認めない。 

 

(4) 合格者発表   令和４年３月２２日（火）９：３０～ 本校正面玄関（事務室前） 

 

Ⅵ 合格者登校日 
    合格者は、３月２３日（水）１３：２０までに保護者同伴で登校すること。その際、筆記用具及び体育館シューズまた

は上履きを必ず持参すること。やむを得ず登校できない者は、３月２３日（水）１０：００までに連絡すること。 

 

Ⅶ その他 
  (1) 毎月の納入金 …… ＰＴＡ会費・生徒会費等の諸経費 月額３，７００円（令和３年度実績） 

     ※授業料：「高等学校等就学支援金制度」を申請・認定によって無償化になります。 

          （およそ年収約９１０万円以上の場合は、授業料９，９００円が必要となります） 

     ※修学旅行積立金：月額６，０００円（１年次９月～２年次１０月） 

  (2) 寄宿舎（男子のみ）…… 食費・舎費 月額５２，０００円（令和３年度実績） ＊別途入寮費５,０００円が必要 

     入舎を希望する者は、合格者登校日に申し出ること。 

  (3) 県外からの入学志願について 

「実施要領」４～５ページに従い、手続きを行う。県外からの入学を志願する場合は、まず、前期選抜のＡ特色選抜

は令和３年１１月２４日（水）までに、後期選抜は令和４年１月１４日（金）までに本県教育庁高校教育課及び本校

に電話で申し出ること。 

    (4) 障害のある受検者への対応について 

    「実施要領」５ページに従い、手続きを行う。障害などのある理由で通常の方法による受検が困難と認められる場合、

中学校長は入学願書受付期間より前、又は入学願書受付期間に志願先（受付期間より前は志願予定の）高等学校長に対

し、受検上必要と考えられる配慮措置について申請を行う。申請は当該受検者の志願の予定が明らかとなった時点から

できるだけ速やかに行うこと。 


